
 

 

 

 

  学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://kunitachi.ed.jp/jh01/ 

国 立 第 一 中 学 校 

学 校 だ よ り 

令和６ (2024)年３月号 

３月１５日（金）発行 

 

 

校 長 田中  圭 

今年度も残すところ僅かとなりました。３年生は卒業式まであと２日。中学校生活を振り返

っていかがでしたか。３年間の学校生活はあっという間に感じたのではないでしょうか。   

中学校は義務教育最後の学校、卒業後の進路は自ら選択しなければなりません。そして

中学校卒業後も、「学び」は続いていきます。皆さんは「学び」というと、国語や数学など教

科等の学習を思い浮かべるのではないでしょうか。しかし、「学び」は教科等の学習だけで

はありません。他者と関わるのも、趣味を楽しむのも、将来仕事をするのも、日常生活を送る

のにも「学び」が必要です。人は生きている間に様々な「学び」と向き合うことになります。人

生１００年時代においては、義務教育９年間はたったの９年ともいえますが、この９年での

「学び」は、その後の長い人生での「学び」の大切な「礎(いしずえ)」となります。 

中学校卒業後には、義務教育９年よりもはるかに長い人生が待っています。「学び」を避

けて通ることはできませんが、「学び」によって「新しい自分」に出会うことができます。しか

し「学び」には不安がつきものです。「本当にできるだろうか」などと考え続けていると、新し

いことを見付けることも、気付くこともできません。まずは不安を受け入れ、「不安で仕方が

ない。でも自分は大丈夫。迷わず行けよ、行けばわかるさ！」という気持ちになることが大切

です。昨年の４月を思い出してください。最上級生としてやっていけるだろうか、本当に進学

できるのだろうか、といった不安があったことと思います。それでも国立第一中学校で「学

び」を続け、様々な体験を通じて身に付けたこと、できることが増えた結果、不安が自信に変

わり、昨年の４月とは違う「新しい自分」になっているのです。そういった意味では、「学び」

とは、まだ見ぬ自分に出会う行為ともいうことができます。 

 

 

                          「行けばわかるさ！」 

       「自分は大丈夫、迷わず行けよ！」 

３年生の皆さんには「新しい自分」を信じ、これまでお話ししてきた「利他の心」をもちな

がら、自ら選択した進路でしっかり「学び」を続け、活躍することを祈念しています。 

卒業生の保護者の皆様におかれましては、３年間、学校運営に御理解・御協力をいただ

きありがとうございました。今後は、地域の一中応援団の一員として、時には温かく見守り、

時にはお力添えをいただければ幸いでございます。１９日の卒業式は、３年生にとって一生

に一度の思い出に残る式典となるようにして参ります。 

最後に１・２年生の皆さん。２年生はいよいよ本校の看板学年・最上級生となります。先輩

方が築き上げてきた良き伝統を引き継ぐとともに、時代の変化に合った活動などを取り入れ

ながら国立第一中学校をさらに発展させていきましょう。１年生は、４月から後輩が入学し上

級生となります。後輩の良き手本となり、先輩と協力しながらより充実した学校生活を送れ

るよう、心身ともに準備をしておきましょう。 

国中だより 

卒業・進級に向けて 

昨年４月 

不安 
学び 

 現 在  

新しい自分 

 未 来  

まだ見ぬ自分 学び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 

１８日（月）卒業式準備 ３年⑤⑥カット 

１・２年⑥カット 

１９日（火）第７７回 卒業式 

（１・２年休業日・一部生徒除く） 

２０日（水）春分の日 

２１日（木）⑤⑥カット 特別時間割 

２２日（金）⑤⑥カット 体育着登校 

給食終（11:35～給食） ④大掃除 

２５日（月）修了式 部活動 15：30以降再登校 

 

 

※３月２６日（火）～４月７日（日）まで 春季休業日 

 

４月 

８日（月）始業式 ２・３年教科書配布 入学式準備 

９日（火）入学式（新２・３年休業日・一部生徒除く） 

１０日（水）生徒会学校紹介 ⑤⑥カット 

１１日（木）給食始 歯科健診 安全指導  

      進級写真撮影 専門委員選出 

１２日（金）体育着登校  

身体計測 ①３年・Ａ組 ②１年 ③２年 

１５日（月）Ⅰ期時間割始 

 

３・４月の主な予定 

２月１６日(金)

に、くにたち市民芸術小ホールにて、劇と音楽の会が開催さ

れました。国立市、稲城市、八王子市の８校の特別支援学級

が参加する盛大な催しとなりました。A組は沖縄の民族舞踊

であるエイサーを２曲披露しました。１学期から繰り返し練

習を重ねた成果を十分に発揮し、生徒全員が元気に堂々とエ

イサーを踊り歌うことができました。特に３年生は練習の時

から下級生をリードし支えるなど、大きく成長できました。

自宅での練習や法被の洗濯など、日々支えてくださいました

保護者の皆様、御協力をありがとうございました。  

Ａ組 劇と音楽の会 

３月５日（火）に税理

士の方々をお招きして、租税教室を行いました。講義やグループワ

ークなどを通して、卒業を目前に将来必要な学習をすることができ

ました。 

 

３年 租税教室 

２月１６日(金)と

３月１日(金)で、福祉体験を行いました。国立市ボランティ

アセンターより講師の方々をお招きして、実際に耳の不自由

な方の体験を通したお話を伺ったり、手話を教えていただき

ました。また、実際に教室や廊下を使ってアイマスク体験や

車いす体験を行い、双方の立場に立ってみて気付くことや、

共に生きていくために大切なことや自分ができることにつ

いて考えを深めることができました。 

１年 福祉体験 
 車いす体験 

手話体験 

２月２８日（水）

に生徒会役員会の呼びかけでボランティアを募って、芝生の

雑草取りを実施しました。参加生徒は２年生を中心に約４０

名程が集まってくれて、保護者の方々や地域の方も一緒に参

加してくださいました。晴天の中、学年末試験終了直後という

こともあり、みんな晴れやかな表情でした。試験問題の話など

で盛り上がりながら春に向けて雑草をたくさん取ってくれま

した。自分たちの芝生を自分たちできれいに保つ、この取組を

ぜひ今後も継続していってほしいと思います。ボランティア

の皆さん、御協力ありがとうございました。 

芝生ボランティア 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７３回 東京都公立学校美術展覧会 出品 

２年         「とうもろこしをかじる少年」～マネ「笛を吹く少年」より～ 

        「神奈川富士山裏」～葛飾北斎「神奈川沖浪裏」より～ 

        「プリン好きな男の奴江戸兵衛」～東洲斎写楽「三世大谷鬼次の奴江戸兵衛」より～ 

        「モアリザ」～ダ・ヴィンチ「モナリザ」より～ 

              「トイレから叫ぶ」～ムンク「叫び」より～ 

              「星月夜の精霊」～ゴッホ「星月夜」より～ 

        「真珠の耳飾りの卵」～フェルメール「真珠の耳飾りの少女」より～ 

              「神奈川沖火事」～葛飾北斎「神奈川沖浪裏」より～ 

第７０回 北多摩中学校毛筆書写コンクール 

金賞 ３年  

   ２年  

   １年  

校内書初めコンクール 

※金賞者は上記 

銀賞 ３年  

   ２年  

   １年  

銅賞 ３年  

   ２年  

   １年  

第２４回 若山牧水青春短歌大賞 

佳作 ２年         「溶けそうな キャラメル色の サンダルで 三十九度の 街へ飛び出す」 

 

 

 

 

おめでとうございます！（敬称略） 

★令和６年度の就学援助受付 

「令和６年度就学援助受付のお知らせ」を３月６日（水）に１、２年生を対象に配布いたしました。新規に申請

する世帯、または新中学一年生のお子様のいる世帯は申請が必要となります。御希望される御家庭は、申請手続き

の方法などをお読みになって手続きをしてください。 

なお、お問い合わせは国立市教育委員会教育総務課学務保健係へお願いいたします。 

お知らせ 

３月５日(火)の生徒会朝礼が全校生徒が一堂に会する最後の日でした。その中で体育優良

生徒及び体育努力生徒の発表がありました。これらの賞は東京都中学校体育連盟より、３年

間学業に良く励み、スポーツ活動にも率先精励して技能も立派で、なおかつ他の生徒の模範

となる生徒に与えられる栄誉ある賞です。今年度は体育優良生徒２名、体育努力生徒１名が

選出され表彰を行いました。おめでとうございます。 

体育優良生徒                              体育努力生徒 

 

    （敬称略） 

★職員の転出入 

２月２９日付で育児休暇代替教員として技術・家庭（家庭分野）を担当していた教諭が退職し、教諭が復職しま

した。第２学年に所属し、教科を受け持つことになりましたのでお知らせいたします。 


